
はじめに

　現在，日本各地で中・大型哺乳類の生息域や個体
数の増加が人間社会や生態系に及ぼす様々な影響が
報告されている。とくにニホンジカ Cervus nippon

の分布域の拡大と生息密度の増加は，森林生態系に
及ぼす影響の大きさから注視されているが，志賀高
原においても，国立公園の特別保護地域内でニホン
ジカの生息が確認されるなどの変化が起こっており
（水谷 2017），その動向が注目されている。今後の
野生動物や森林生態系の保全・管理を考える上で，
これら中・大型哺乳類の生息状況は重要な基礎的情
報である。
　そこで今後の当該地域における野生動物管理のた
めの基礎的知見を得る事を目的として，信州大学教
育学部附属自然教育園カヤノ平分園（以下，カヤノ
平）において，2016年から自動撮影カメラを用いた
ニホンジカを含む中・大型哺乳類の生息状況調査を
開始した（水谷・黒江 2018）。本報告では，2018年
に実施した調査の結果について報告する。

調査地と調査方法

　調査は，カヤノ平（36°50′N，138°30′E，1400―
1700m a.s.l）において実施した。カヤノ平の主要な
植生はブナ原生林であり，平均気温および年降水量
の平年値（1981年―2010年）はそれぞれ4.9℃，
1677.5mmである（Ida 2013）。カヤノ平は多雪地
域であり，積雪期間は11月～ 5月，最大積雪は 4～
5 mに達する。カヤノ平には，総延長約700mの自
然観察路が整備されている（図 1）。
　調査は，2018年 7 月11日から11月 5 日までの期間，
実施した。カヤノ平の自然観察路を中心とする地域
を75m四方のメッシュに分割し，そのうち 5 メッ
シュに 1台ずつ，計 5台の自動撮影カメラを設置し
た（図 1 ）。このうち 4 台は自然観察路に向けて，
1台はブナ倒木により発生した林内ギャップに向け
て，それぞれ設置した。調査期間中に，バッテリー
と記録メディアの交換を 1度行った。なお設置した
カメラのうち 1台は機材の不具合のため， 9月 1日
で調査を終了した。
　調査に用いた自動撮影カメラは，Strike Elite
（Browning, Morgan, UT, USA）である。自動撮影カ
メラは立木にナイロンベルトで取り付け，設置高は
地上 1 ～1.5mとした（写真 1 ）。自動撮影カメラ
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の設定は，静止画記録，動物検知時に 5ショット撮
影，復帰時間 1分とした。
　解析は，設置等の作業によるもの及び機材の不具
合によるものを除く撮影画像を対象に行った。哺乳
類が撮影された撮影回のうち，30分以内に同一個体
と推測される動物が撮影された撮影回は，重複イベ
ントとして有効データから除外した。撮影された野
生の哺乳類の種名は，「The Wild mammals of Japan」
（Ohdachi et al. 2009）に従って整理した。相対的な
撮影頻度を比較するため， 1台の自動撮影カメラを
100日間作動させた場合の撮影回数である撮影頻度
指数（RAI : Relative Abundance Index）を次式によ
り算出した（O'Brien et al. 2003）。

撮影頻度指数 RAI＝ 
 （撮影回数［回］/カメラ稼働日数［日］）×100［日］

結果と考察

　調査期間中の有効撮影日数は524カメラ日で，総
撮影回数は1972回であった。このうち哺乳類が記録
された有効な撮影回数は103回（5.2％）であった。
地域の中・大型哺乳類相の把握に必要な調査努力量

は200～300カメラ日程度とされており（金子ら  
2009），本調査の有効撮影日数は，これを十分に上
回っていた。有効な哺乳類が記録された撮影回数の
割合は少なかったが，これは自然観察路の利用者に
反応した撮影回や，その他の光の乱反射などによる
撮影回が多かったことによるものであった。
　撮影された野生の中・大型哺乳類は 8種で，アカ
ギツネ Vulpes vulpes（写真 2）がもっとも多く出現
し，ニホンアナグマMeles anakuma（写真 3），タヌ
キ Nyctereutes procyonoides（写真 4 ），ハクビシン
Paguma larvata（写真 5 ）， ホンドテン Martes 
melampus（写真 6 ）がこれに続いた（表 1 ）。また
ニホンリス Sciurus lis（写真 7 ），ニホンノウサギ
Lepus brachyurus（写真 8）およびツキノワグマ Ur-
sus thibetanus（写真 9）が，それぞれ一度，確認さ
れた。また移入種として，ノネコ Felis catus（写真
10）が確認されたが，その撮影頻度はアカギツネに
次いで多かった。このほか映像が不鮮明などの理由
で種が判別できない撮影回が 5回（4.9％）あった。
　月ごとの撮影頻度指数（RAI）は 7 月から10月に
かけて増加した（表 1 ）。10月の RAI は37.9と高
かったが，その46.8％はアカギツネの確認によるも

図 1　調査地の位置（左）と調査メッシュおよび自動撮影カメラ（○）の配置．
灰色の太い実線は自然観察路．
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写真 1　自動撮影カメラの設置状況
写真 2　アカギツネ Vulpes vulpes
（2018年10月30日撮影）
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写真 3　ニホンアナグマ Meles anakuma
（2018年10月22日撮影）

写真 4　タヌキ Nyctereutes procyonoides
（2018年 8 月16日撮影）

写真 5　ハクビシン Paguma larvata
（2018年 8 月25日撮影）

写真 6　ホンドテン Martes melampus
（2018年 7 月31日撮影）

写真 7　ニホンリス Sciurus lis
（2018年10月 3 日撮影）

写真 8　ニホンノウサギ Lepus brachyurus
（2018年10月23日撮影）

写真 9　ツキノワグマ Ursus thibetanus
（2018年 8 月13日撮影）

写真10　ノネコ Felis catus
（2018年 9 月13日撮影）
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のであった。アカギツネの出現頻度が秋に増加する
傾向は，当該調査地における以前の調査（水谷・黒
江 2018，水谷 2019）や，他調査地での調査（水谷  
2018，水谷・三ツ橋 2018）と同様であったが，
RAI の水準は2018年の調査がもっとも高かった。
2018年の調査では，一度に複数のアカギツネが撮影
されたことから，調査地に行動圏をもつペアの繁殖
により，アカギツネの出現頻度が増加したものと考
えられた。
　注目すべき大型哺乳類としてはツキノワグマが撮
影されたが，ニホンジカおよびイノシシ Sus scrofa

の生息は確認されなかった。外来種としては，ハク
ビシンの生息が2017年調査（水谷 2019）に続いて
確認され，カヤノ平に定着しているものと考えられ
た。ハクビシンは東南アジアから南アジア山岳部に
かけての地域に分布し（Ohdachi et al. 2009），日本
では移入動物として，日本列島のほぼすべての都道
府県でその生息が確認されている（国立環境研究所  
2011b）。当該調査地は付近にキャンプ場や牧場があ
るものの，集落等からは 5 km離れた奥山に位置し
ており，ここで 2年続けてハクビシンの定着が確認
された事は，本種の奥山への侵入・定着を検討する
上で重要な知見と考えられる。また2018年調査では，
ノネコが高頻度で確認されたが，ノネコもハクビシ
ンと同様，新たに侵入・定着することで当該地域の
生態系に影響を及ぼす可能性があり（国立環境研究
所 2011a），その今後の動向に注目する必要がある。
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